
賛助会費は税制面での優遇措置の対象になります

賛助会員カードを提示すると、県内の美術館等で

を受けることができます

～ご寄付いただいた方の名簿をホームページに掲載しています～

＊詳細は、兵庫県青少年本部、または各地方青少年本部までお問い合わ
　せください
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青少年愛護条例が
改正されました
青少年愛護条例が
改正されました

　青少年愛護条例の一部がこのほど改正され、インターネット上の有害情報等への対応強化、
18歳未満の青少年への自画撮り勧誘行為の禁止、“女子高校生” を売りにしたサービスを行う
「ＪＫビジネス」規制の３項目が定められました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18歳未満の青少年にマッサージや添い寝などで接客さ
せる「ＪＫビジネス」は、わいせつ行為を持ちかけるなど犯罪につながる恐れもあることから、無
店舗型を含めて規制の対象とする営業内容を定め、青少年を業務に従事させたり勧誘させることな
どを禁じました。違反した場合は６カ月以内の営業停止と罰則を科し、県の職員や警察等が立ち入
り調査できる権限も規定しています。【平成30年10月 1日施行】

フィルタリング利用の強化

自画撮り勧誘行為の禁止

Ｊ Ｋ ビ ジ ネ ス を 規 制

Block

Block
Block

賛助会員を募集しています
1 自分を大切にし、自らを律し、行いに責任をもって生きていこう

2 ふれあいを深め、正義感をもち、社会を担う一人として生きていこう

3 人の痛みや喜びを感じあえる心をもって生きていこう

4 多様な人々の存在を受け入れ、ともに支えあって生きていこう

5 自然を愛し、生命を尊び、みえない世界にも襟を正して生きていこう

6 先人に学び、明日に夢をえがき、勇気をもって未来を拓いていこう

ひょうご青少年憲章

～特 集～
青少年のネットトラブル
防止大作戦の推進
スマホサミット in
ひょうご 2017

　　　　　　　　　 　　　   スマートフォンの普及で青少年を取り巻くインターネットの利用環境が変化し
　　ていることから、保護者と事業者に携帯電話端末等でフィルタリングを利用する義務を強化し、青少年
　　が使用する場合の契約時には「ネット利用に関する基準（ルール）づくり」を徹底するよう保護者に説
　　明する義務などを付しました。犯罪に巻き込まれる危険性を減らし、ネット依存対策にもつなげていく
　　ねらいがあります。【平成30年2月1日施行（「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に
　　　関する法律一部を改正する法律」の施行の日）】

速報
兵庫県
マスコット
はばタン

性犯罪・凶悪犯罪から青少年を守り育てよう性犯罪・凶悪犯罪から青少年を守り育てよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年に自らの裸の写真等を提供するよう求める自画撮り勧誘行
為については、児童ポルノにあたるものを求める行為そのものを禁止しました。だましたり、おどしたり、
または困惑させるなど不当な方法で提供を求めた者には罰則も規定しています。【平成30年4月1日施行】

　特集面で紹介した「ひょうごケータイ・スマホア
ンケート」によると、小学生の半数以上が携帯電話
を所持しており、まだ20代の私の時代からでさえ、

状況が大きく変化しているなと感じます。
　近頃、SNSなどのネットを通じた事件が多く見られます。
子どもと大人で一緒にネット利用のルール等について話し合っ
て、楽しく安全にネットを使えるようにしたいですね。（Ｗ）



もうちょっと　そのあとすぐに　やめられる？

隠された　危険な感情　よみとれる？

消えないよ　あなたが出した　その写真

子を守る　魔法のシステム　親心
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特 集
青少年のネット
トラブル防止大作戦
スマホサミット inひょうご2017を開催

青少年のネット
トラブル防止！

小学生の部

学 校 賞

あぶないよ
ネットの世界へ
一人旅

中・高校生の部

最優秀賞
山中爽太郎さん ( 尼崎市立大島小 )

画面での
いいねの数より
会話がいいね優秀賞

田代陽愛さん ( 尼崎市立大島小 )

メールより
会って話そう
顔を見て奨励賞

高田明伸さん ( 尼崎市立大島小 )

消えないよ
あなたが出した
その写真最優秀賞

前田夢果さん ( 加古川市立中部中 )

考えて
書いていいのか
その言葉優秀賞

西尾未来さん (神戸学院大学附属高 )

気を付けよう
ネットに書き込む
メッセージ奨励賞

松上大祐さん ( 神戸学院大学附属高 )

スマホデビュー
家族でルールを
決めてから最優秀賞

今北眞奈美さん ( 宝塚市 )

ネット利用
ルールづくりは
親と子で優秀賞

下㹦美樹さん ( 稲美町 )

子の気持ち
検索するより
話し合い奨励賞

一山由佳さん ( 西宮市 )

　兵庫県青少年本部は、「青少年のネットトラブル防止大作戦」を重点
事業に掲げています。その一環として、小・中・高校生が主役になって
インターネット利用のルールづくりを考える、「スマホサミット inひょ
うご2017」を12月 16日 (土 )、神戸市中央区の県公館で開催しま
した。子どもたちや保護者ら約340人が参加してネットに潜む危険性
や使い方の問題点などをともに学び「ひょうごスマホ宣言2018」をと
りまとめて発信しました。

スマホサミットで結果報告

尼崎市立大島小学校、神戸学院大学附属中学校・高等学校、加古川市立中部中学校、
加西市立加西特別支援学校、三田市立長坂中学校、新温泉町立夢が丘中学校、兵庫県立千種高等学校

一般の部

小学生に人気の
携帯ゲーム機も
ＳＮＳにつながり、
ルールがないと危険

小学生に人気の
携帯ゲーム機も
ＳＮＳにつながり、
ルールがないと危険

スマホに夢中になって
寝不足になり、
勉強に集中できず
イライラする

スマホに夢中になって
寝不足になり、
勉強に集中できず
イライラする

なぐさめて、かまって
ほしくて、疲れたという
感覚で“死にたい”と
書き込む

なぐさめて、かまって
ほしくて、疲れたという
感覚で“死にたい”と
書き込む

親は頭ごなしに叱るの
ではなく、子どもの悩み
に向き合い、同じ目線で
話を聞いてほしい

親は頭ごなしに叱るの
ではなく、子どもの悩み
に向き合い、同じ目線で
話を聞いてほしい

メッセージコンテスト
受賞者を発表

ひょうご
スマホ宣言
２０１８

【時　　間】

【人間関係】

【危　　険】

【フィルタリング】

中・高校生らが“本音”で
公開討論会！
中・高校生らが“本音”で
公開討論会！

　サミットでは、応募のあった県内73団体のうち、ネット利用対策の優秀事例として４団
体が取り組みを発表。会場での審査結果で、多可町立八千代中学校が最優秀賞を受賞しまし
た。夜９時以降はＳＮＳをやらない運動を平成26年度から展開し、生徒たち自身で決めた
ルールを動画にして配信するなど自主的な活動を進めています。
　また、長年ネット利用対策に先進的に取り組んでいる2団体に特別賞が授与されました。

　ネットをやめられない小・中・高校生ら 13 人が参加した、「人とつながるオフライ

ンキャンプ 2017」の実施結果もサミットで報告されました。

　県立いえしま自然体験センターを会場に、スマホから遠ざかってカヌーや炊事など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の野外活動を通じてリアルの楽しさを実感し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　てもらうとともに、普段の生活を見直す４泊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　５日のキャンプを実施。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加した中・高校生は「ゲームはいつで
　　　　　　　　　　　　　　　　もできる。目の前にいる友だちとの遊びは今しかできない」「キャンプでは日
　　　　　　　　　　　　　　　　常が充実し、スマホのことは考えなかった」「スマホをさわる時間を減らし、
　　　　　　　　　　　　　　　　リアル（現実）を大切にしたい」と成果を発表しました。

ネット利用対策で４団体が優秀事例を発表、2 団体に特別賞

　また、小・中・高校生ら 11 人による公開討論会も行われ、普段
は言えないスマホや SNSの困りごとや大人に求めることなど、本
音の気持ちを素直に訴えました。

人とつながるOff-Lin
eCamp2017

オフライン キャンプ

最優秀賞 多可町立八千代中学校

優 秀 賞 洲本市立広石小学校

奨 励 賞 姫路市立東光中学校
西宮市立上甲子園中学校

特 別 賞
兵庫県立千種高等学校
猪名川町SWING-BY実行委員会

　青少年のインターネット利用の実態を把握するための「ひ
ょうごケータイ・スマホアンケート」、青少年のインターネ
ット依存の実態について調査する「インターネット夢中度ア
ンケート」を県下の小学 5、6 年生・中学生・高校生を対象
に実施しました。

　依存傾向にある青少年の割合は増加傾向にあり、今
年度は 8.0％( 昨年度から 0.3％増 ) という結果となりま
した。また、そのうち 7割以上が会ったことがない人
とやりとりをした経験があるなど、青少年がインター
ネットの危険にさらされている状況がうかがえる結果
となりました。

詳しい結果は→ 兵庫県　夢中度

ひょうごケータイ・
スマホアンケート
ひょうごケータイ・
スマホアンケート

80.0％

12.0％

10.0％

8.0％

6.0％

4.0％

2.0％

0.0％

60.0％

40.0％

20.0％

0.0％

10.4％

1.4％ 6.6％ 8.3％ 6.4％

3.5％ 7.5％ 9.1％ 7.7％

3.3％

3.3％

7.9％

7.9％

10.6％

10.6％

8.0％

8.0％

19.9％ 35.6％
40.2％
56.7％

33.6％
39.0％

20.1％ 24.4％
30.3％
50.3％
50.6％

25.2％
39.3％
51.3％
73.8％

小学生

小学生 中学生 高校生 全体

H27 年

H28 年

H29 年

動画投稿あり 課金経験あり ネットショッピング
経験あり

会ったことがない人と
ネットでやりとり

中学生
高校生
依存傾向あり

インターネットの危険性

インターネット依存の割合

カヌー体験

終わりの会での目標 ( ルール ) 発表
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　兵庫の未来をつくる国際性豊かな青年リ
ーダーを育成する、県青年洋上大学「海外
養成塾」の修了式が 10 月 15 日 ( 日 )、
神戸市垂水区の県自治研修所で開かれまし
た。７月 22 日 ( 土 ) の事前研修を皮切
りに、９月 16日 ( 土 ) から６日間かけてシンガポール経由で西オース
トラリア州を訪れた本研修など、延べ約４カ月間のプログラムを42人
の若者が達成して新たな兵庫づくりに挑戦することを誓い合いました。
　

ひょうご出会いサポートセンターは、自衛
官や消防士、看護師など専門職の男女を対
象にした出会いイベントを県内各地で開催
しています。関係団体と連携して参加者を
募り、今年3月までに計７回実施する計画
です。すでに丹波市や朝来市などで４回分
を終え、延べ116人が参加、このうち計31
組のカップルが誕生しています。

　異性と出会う機会が少ない職種の男女を引き合わせ、将来のパート

ナーを見つける手助けをするのがねらいです。25 ～ 45 歳の未婚者が

対象で、職種は自衛官、県警職員、消防士、公務員、看護師、保育士、

歯科衛生士、薬剤師、栄養士などです。　

　同センターとともに事業を企画・実施するのは、男女交流イベントなどを手がける団体「夢こらぼ」（主宰＝松尾やよい）。

初対面の男女を和ませるミニゲーム、好感を与える身だしなみや交際マナーを学んで “結婚力” をアップさせるセミナーも盛

り込み、過去４回のほぼすべてで定員を超える応募があるなど人気を集めています。

　篠山市で 11 月 26 日 ( 日 ) に開かれた第３回イベントでは、県看護協会などを通じて参加を呼びかけ、女性の応募者数は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０８人に。抽選で選ばれた男女各 15 人が県立陶芸美術館に集まり、やき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものの里の散策や秋の味覚を満喫しました。中では、男女が協力して茶をた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てる遊びで盛り上がり、茶せんを “円満” に回して和気あいあいの雰囲気に。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最後のフリートークでは緊張も薄れて会場は熱気に包まれていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後、１月 14 日 (日 ) に三田市、２月４日 (日 ) に西播磨地域、3 月 3 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土) に淡路市で開催予定。はばタン会員、あいサポ会員向けにも同様のイベ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ントを実施します。詳しくは同センター（☎０７８・８９１・７４１５）

青少年の表彰

指導者の表彰

岡﨑　正悟（芦屋市）　
寺田　雄人（大阪府池田市）　
神田　真実（姫路市）　

川崎　未鈴（姫路市）
名越　郁　 （姫路市）　
山際　龍暉（相生市）

団体（４団体）

個人（６名）

中町剣道スポーツ少年団（多可郡多可町）　
一般社団法人ソーシャルメディア研究会（姫路市）
兵庫県立香寺高等学校児童保育系列（姫路市）
村岡おんがえしプロジェクト（美方郡香美町）

個人（１０名）

久保　宗一
　

大村　明美（神戸市）　
中山　正樹（川西市）　
春日　多津子（加古川市）　
井上　清吉（神戸市）　
　本　富郎（神戸市）　

　団体（２団体）

西脇多可防犯協会（西脇市）　
宍粟少年指導委員会（宍粟市）

（川辺郡猪名川町）

藤原　泰和（西脇市）　
後藤　美枝子（姫路市）
溝畑　和男（篠山市）
富永　和也（神戸市）　

平成 29 年度「兵庫県青少年本部表彰」
　公益財団法人兵庫県青少年本部表
彰は、地域で優れた活動を地道に展
開している青少年や指導者などを表
彰し、その活動をさらに奨励するも
のです。
　平成 29 年度の受賞者が、右記の
16 名及び６団体に決定し、11 月 25
日（土）に兵庫県民会館 11 階パル
テホールで表彰式を行いました。

県青年洋上大学「海外養成塾」
地域リーダーめざして西オーストラリアへ

　洋大は平成23年度から海外養成塾として再スタートし、隔年で実施。
今年度で第４回目です。本研修では団長に兵庫県政策創生部長、学長に当
本部の梅谷順子理事長が務め、スタッフを含めた総勢52人が関西国際空
港を出発しました。

　一行は同州のロジャー・クック副首相を表敬訪
問し、昨年に友好提携35周年を迎えた両県州の
交流促進策を話し合いました。また、西オースト
ラリア大学とカーティン大学を訪問し、地元の学
生と言葉の壁を乗り越えてふれあい、笑顔があふ
れる場面も。日ごろの生活や目標などを語り合い、互いに刺激
を受けあって友情を育みました。夜はホテルで両
大学の学生、塾生ら約百人による交流会も開催し
て賑やかに心を通い合わせたほか、西オーストラ
リア大学の雄大な自然や家庭を大切にする地元の
人々の生活文化にふれました。
　帰国後の事後研修では、チームごとに海外で得
た経験、課題意識、今後の目標などを話し合い、
国際社会や地域社会で自分たちが果たす役割など
をプレゼンテーションしました。

　青年洋上大学（洋大）は、船上での仲間づくりや旅先での国際交流など
で次代の青年リーダーを育てようと県が昭和46年から実施してきたもの
で、同窓会の会員数は１万4百人を超えています。

学生代表の
本澤  まゆさん

仲間づくりの大切さや、オーストラリアと日本の生活や働き方に対する考え方の違
い、異文化理解の考え方などを学びました。現地に行かなければ気づかないことも
多く、とても有意義でした。兵庫の未来がより良いものになるよう、この研修で感
じたことや学んだことを多くの人に伝えていきます。コメント

ひょうご出会いサポートセンター

看護師など専門職の
「出会いイベント」展開
４回で延べ31組のカップルが誕生！

看護師など専門職の
「出会いイベント」を展開
４回で延べ31組のカップルが誕生！

　　　　　　　　　　　　兵庫県空調衛生工業協会（山口敬三会長）

　　　　　　　　　　　から、今年も寄付金をいただきました。青少

　　　　　　　　　　　年の健全育成を支援しようと当本部に毎年寄

　　　　　　　　　　　付しており、今回で通算 12 回目となります。

　同協会はビルや病院の空調設備といった工事を扱う県内企業でつく

る団体。

　本年度から、三田建設技能研修センターの空調衛生基礎コースに参

画するなど、若者向けのアプローチにも力を注いでいます。

兵庫県空調衛生工業協会から
寄付金
兵庫県空調衛生工業協会から
寄付金 12回目！

大
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　11 月 26 日（日）、新長田にある
「ふたば学舎」において、NPO 法
人ふたばとの共催で「六甲山を親子
で学ぼう！展」を開催しました。
　六甲山は神戸市を含む阪神間の市街地から近く、古
くから人々の暮らしと密接に結びついてきました。現
在でも、ハイキングやキャンプ、自然・野鳥の観察、
1000 万ドルの夜景など様々なレジャー・観光を楽し
むことができます。今回は、そんな歴史ある六甲山の
開発が大きく進んだ昭和初期の様子を当時の写真やパ
ンフレット、切符などの貴重な資料とともにパネルで
紹介しました。
　会場では、当時のケーブルカーやロープウェイ、遊
覧バスの写真、スキー場やスケート場など六甲山上の
にぎやかな様子を興味深く見る来場者の姿がありまし
　　　　　　　　　　　　　た。身近な山系である六
　　　　　　　　　　　　　甲山の意外に知られてい
　　　　　　　　　　　　　ない歴史の紹介パネルを
　　　　　　　　　　　　　通じて、六甲山の魅力を
　　　　　　　　　　　　　再発見できたようです。
　　　　　　　　　　　　　今回のパネル展示が、六
甲山に足を運ぶきっかけになったのではないかと思い
ます。
◇青少年本部神戸事務部　
　地域活動コーディネーター　　田渕　翔太

　11 月 19 日（日）、加東
市立滝野図書館会議場で
「第 8回北播磨地区子ども
会議」を開催しました。
「地球温暖化について考え
てみよう！」をテーマに北播磨地域の小中学生 63 名が
一堂に会し、地球温暖化の最新情報を学び、環境への
取り組みをともに考え交流を図りました。会議では、
講師である ( 株 ) 三隆国際気象代表取締役の三橋功治氏
から話を聞いた後、10 班に分かれグループワークを行
いました。各班には兵庫教育大学の学生リーダーが参
加し、生態系の変化や農作物の被害など、自分たちの
身近で起こっているさまざまな影響やその原因と解決
　　　　　　　　　　　　　　　  策について考え、意
　　　　　　　　　　　　　　　  見を出し合いました。
                                                                  最後の全体会では各
                                                                  班が模造紙に要点を
                                                                  まとめ、分かりやす
                                                                  く発表することがで
                                                                  きました。
　子どもたちは、普段の生活の中で自分たちでも出来る
少しの気配りが「地球温暖化」の防止に繋がることを知
り、身近な環境の改善を考える良い機会となりました。
◇北播磨青少年本部　
　地域活動コーディネーター　　笹倉　綾子

山陰海岸ジオパーク
小学生駅伝競走大会

　10 月 28 日（土）、全但バス但馬ドーム周辺駅伝コースにて、「第 4回山陰海岸ジ
オパーク小学生駅伝競走大会兼第 28 回但馬小学生駅伝競走大会」を開催しました。
　但馬管内及び京都府京丹後市、鳥取県岩美町から 52 校、男女合せて 107 チーム、
総勢 597 名の小学生が参加しました。　
　当日は天候が心配されましたが、競技中はなんとか雨も降らず、怪我もなく、全チームが完走しました。先生方や父
　　　　　　　　　　　　　　　　　　母、祖父母の力のこもった熱い声援と、子どもたちの一生懸命走る姿、悔し涙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　を流す姿に、胸が熱くなる思いでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駅伝を通して学んだ仲間との絆、応援に駆けつけてくれた家族への感謝の気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　持ちを忘れず、これからの生活に生かしてくれることを期待しています。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇但馬青少年本部　地域活動コーディネーター　　奥田　由恵

夏休み親子カヌー体験会
～水辺の楽しさと危険を知ろう～

　８月５日（土）、小学１年生から６年生までの親子を対象に、姫路市内
を流れる市川において「夏休み親子カヌー体験会」を開催しました。姫路
市カヌー協会や日本ボーイスカウトの方々に指導をいただき、約３kmの
区間をカヌーやラフトボートを操縦して水辺の楽しさと危険を学びました。
　初めは真っ直ぐに漕ぐことが困難でしたが、みんなで声をかけ、支え合うことで、力強く進んでいくことができまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。また、河川で遊ぶ時の危険や、溺れている人の救助方法、簡単な防災グッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズの作り方などを体験し、参加者から「普段とは違った目線で自然を感じるこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　   とができた」「知らない人たちとも協力してゴールまでたどり着けたことがう
                                                                              れしかった」などの感想をいただきました。親子でカヌーやラフトボートを体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 験し、　中播磨の自然やチームでの協調性の重要さを感じながら、親子のふれ
                                                                              あいや絆を深めて、思い出に残る貴重な体験会となりました。　
                                                                             ◇中播磨青少年本部　地域活動コーディネーター　　陰山　真理

 ～淡路島みんなでウォーキング～
　　　　　　　　　　　　　　　思いやりと自らの力
　　　　　　　　　　　　　　で人生を切り拓いてい
　　　　　　　　　　　　　　く逞しさを持った青少
　　　　　　　　　　　　　　年を育てることをねら
　　　　　　　　　　　　　　いに、「青少年のつどい
歩こう大会」を毎年 11 月 23 日に開催しています。
　今年は第 50 回を記念し、淡路市長沢地区の「東山寺
もみじ祭り」と同時開催しました。天候にも恵まれ、
淡路島内から 130 人が集まり、参加した子どもたちは
元気いっぱいに東山寺までの道のりを、自然とふれあ
い、交流を深めながら歩きました。
　東山寺の境内に向かう参道は、真っ赤に色づいた紅
葉に包まれ参加者を暖かく歓迎。地元の方の炊き出し、
綿菓子の振る舞いを満
喫し、バルーンアート
教室は大盛況でした。
交流のつどいではビン
ゴゲームが行われ、子
どもから大人まで楽し
んでいたのが印象的でした。参加者からは、「毎年参
加している」「楽しかった」との声が聞かれました。
多くの方の支援と協力のもと、楽しい時間を過ごすこ
とができました。
◇淡路青少年本部　
　地域活動コーディネーター　　山形　真理

青少年本部
神戸事務部

北 播 磨
青少年本部

淡　　路
青少年本部

但　　馬
青少年本部

阪 神 北
青少年本部

中 播 磨
青少年本部

第 50 回青少年のつどい
歩こう大会

六甲山を親子で
学ぼう！展

第８回北播磨地区
子ども会議

　阪神北地域の青少
年が、９月３日（日）
にキセラ川西せせら
ぎ公園で開催された
「ＨＹＯＧＯ彩りフェ
スタ」のステージや
ブース展示などで、日頃の成果を発表しました。ステー
ジでは、華やかなジャズやポップスのライブステージ、
エネルギッシュなダンスパフォーマンスに観客も大いに
盛り上がりました。
　　　　　　　　　　　　　　　ブースでは、ロボカッ
　　　　　　　　　　　　　　プジュニアサッカーやフ
　　　　　　　　　　　　　　ラワーアレンジメント・
　　　　　　　　　　　　　　農業鑑定競技体験、川西
　　　　　　　　　　　　　　由来の歴史の紙芝居、高
　　　　　　　　　　　　　　校生と地域が連携して開
発したじゃがいものチーズケーキの紹介、地図を片手に
会場のお宝スポット探検ゲームなどが行われ、趣向を凝
らした出展は子どもから大人まで幅広い世代に好評を博
しました。
　参加した高校生は「学内とは違うスケールで地域のみ
んなが盛り上がり、楽しむことができるところが良かっ
た」という声をいただきました。
◇阪神北青少年本部　
　地域活動コーディネーター　　吉田　潤子

きらっと☆
阪神北オータムフェスタ　

阪神北若い力の魅力発信事業

　　　　　　　　　　


